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火
お
こ
し
の
楽
し
さ

総
務
課
長

　

大
　
田

寛

既
に
昨
年
の
話
に
な
る
が
、

１０
月
２８
日

（土
）
の
午
後
、

当
セ

ン
タ
ー
の
遺
跡
庭
園
で
行
わ
れ
た

「と
う
き
ょ
う
親
子
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ー
火
お
こ
し
体
験
―
」
に
妻
子
共
々
参
加
し
た
。

こ
の
企
画
は
、

古
代
人
の
暮
ら
し
の

一
端
を
親
子
で
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
、

平
成
１１
年
度
か
ら
始
め
た
も
の
で
、

今
回
が
３
回

目
。
こ
の
日
も
、

応
募
し
て
き
た
２２
組
の
親
子
が
、

古
式
に
則

っ

た
や
り
方
で
、

火
お
こ
し
を
楽
し
ん
だ
。

火
の
発
火
に
は
、

「舞

い
ぎ
り
」
と

い
う
当
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク

（
こ
の
誌
面
右
上
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
）
に
も
な

っ

て
い
る
木
製
の
コ
マ
と
弓
を
組
み
合
わ
せ
た
形
の
道
具
を
使
う
。

発
火
方
法
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、

ま
ず
、

コ
マ
の
心
棒
の
先
を

発
火
さ
せ
た
い
木
に
強
く
押
し
付
け
、

次
に
、

地
面
に
平
行
に
な
っ

て
い
る
弓
の
柄
部
分
を
手
で
上
下
に
連
続
し
て
動
か
し
、

心
棒
に

弓
の
ひ
も
部
分
を
絡
ま
せ
る
こ
と
で
、

心
棒
を
早
く
回
転
さ
せ
て
、

摩
擦
熱
に
よ
り
発
火
…
と
な
る
。

我
が
親
子
も
、

職
員
の
模
範
演
技

（？
）
の
後
、

見
よ
う
見
ま

ね
で
、
ト
ラ
イ
し
て
み
た
が
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ

た
。

特
に
、

弓
の
柄
部
分
を

一
定
時
間
継
続
し
て
上
下
運
動
し
続

け
る
コ
ツ
を
呑
み
込
む
の
に
時
間
が
か
か

っ
た
。

で
も
、

職
員
に

よ
る
手
取
り
足
取
り
の
指
導
で
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、

次

女
も
含
め
、

な
ん
と
か
、　

一
家
全
員
が
発
火
に
成
功
で
き
た
。

帰
路
、

小
４
の
長
女
が
、

「埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
つ
て
、

お
宝

は
な
か

っ
た
け
ど
、

大
昔
の
人
に
と

っ
て
は
、

苦
労
し
て
付
け
た

『火
』
が
、

何
よ
り
の
宝
だ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
ネ
」
と

つ
ぶ
や

い
た
。

久
々
に
、

家
族
４
人
で
力
を
合
わ
せ
て
、

ひ
と
つ
の
こ
と
を
成

し
遂
げ
た
と
い
う
充
実
感
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
た
の
を
、

今
で

も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。

とうきょう親子ふれあいキャンペーン風景 平 成 12年 10月 28日 (土)
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鳥
屋
敷
遺
跡
は
、

一二
鷹
市
南
東
の
新
川

５
丁
目
に
位
置
し
、

現
在
都
市
基
盤
整
備

公
回
の
新
川
団
地
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
川
団
地
は
敷
地
面
積
が
約
１０
万
２ｍ

あ

り
、

東
京
ド
ー
ム
が
２
つ
入

っ
て
も
余
る

く
ら
い
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
団
地
の
建
替
工
事
に
伴
う
遺
跡
の

調
査
は
、

平
成
４
年
か
ら
断
続
的
に
継
続

さ
れ
、

調
査
終
了
区
域
に
は
新
し
い
団
地

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

遺
跡
を
取
り
巻
く
地
形
は

「島
屋
敷
」

と
い
う
名
称
の
よ
う
に
周
囲
を
低
湿
地
で

囲
ま
れ
た
島
状
の
小
高
い
丘
に
な

っ
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た

「新
編
武

蔵
風
上
記
稿
」
に
よ
る
と
、

戦
国
時
代
に

は
武
蔵
村
山
党
に
属
す
る
在
地
の
武
士
金

子
氏
が
こ
の
地
に
屋
敷
を
構
え
た
と
の
伝

承
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
痕
跡
は
は

っ
き

り
し
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
柴
田
勝
家
の
孫
に

あ
た
る
勝
重
が
陣
屋
を
構
え
た
と
い
わ
れ
、

平
成
８

，
９
年
度
の
調
査
で
見

つ
か
っ
た

建
物
跡
と
池
の
跡
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

柴
田
勝
重
は
当
地
で
寛
永
９
年

（‐６３２
年
）

に
亡
く
な
り
、

近
く
の
大
原
山
春
清
寺
に

墓
地
が
あ
り
ま
す
。

柴
国
家
は
３
代
に
わ

た

っ
て
こ
の
地
を
治
め
ま
す
が
、

元
禄
１１

年

（‐６９８
年
）
の
雑
往
替
え
で
三
河

江
筑
帥

に
な
り
、

そ
の
後
こ
の
地
は
幕
府
の
直
轄

地
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、

平
成
１１
年
６
月
か
ら

開
始
し
、

平
成
１３
年
１
月
末
日
を
も

っ
て

終
了
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
面
積
は
３

万
８
千
２ｍ

に
も
及
び
、

今
ま
で
調
査
さ
れ

た
部
分
を
総
合
す
る
と
、

島
屋
敷
遺
跡
の

ほ
と
ん
ど
の
部
分
を
調
査
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

検
出
さ
れ
た
遺
構

・
遺
物
の
主

な
も
の
は

「島
屋
敷
」
に
関
連
す
る
中
世

・

近
世
に
属
す
る
も
の
で
す
が
、

こ
の
よ
う

に
中

。
近
世
の
遺
跡
が
広
く
調
査
さ
れ
た

の
は
、

近
世
の
大
名
屋
敷
以
外
で
は
例
の

な
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、

地
形
的
に
も

特
徴
の
あ
る

「島
」
の
大
半
を
広
域
に
調

査
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
わ
か
り
は
じ
め
て
き
ま
し
た
。

中
世
の
遺
構
は
、

金
子
氏
の
屋
敷
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
戦
国
時
代
の
も
の
が
大
半
で

す
が
、

屋
敷
そ
の
も
の
は
発
見
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
か
わ
り
墓
と
み
な
さ
れ

て
い
る
地
下
式
坑
の
ほ
か
、

六
道
銭
を
と

も
な
う
土
坑
や
、

奈
毘
を
行

っ
た
と
み
ら

れ
る
焼
け
土
や
炭
が
詰
ま

っ
た
土
坑
、

井

戸
跡
や
、

柱
穴
の
跡
な
ど
が
集
中
し
て
検

出
さ
れ
る
箇
所
が
、

ち
ょ
う
ど
鳥
状
の
丘

の
裾
部
を
巡
る
よ
う
な
形
で
分
布
し
て
い

ま
す
。

あ
た
か
も
こ
の

「島
」
全
体
が
墓

域
で
あ
る
か
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

発
見
さ
れ
た
遺
物
に
は
、

陶
磁
器

・
土

器
な
ど
の
ほ
か
に
、

供
養
塔
の

一
種
で
あ
る

板
碑
や
、

銭
な
ど
墓
に
関
連
す
る
も
の
が
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

出
土
品
と
し
て
は
珍
し

い
青
銅
製
の
鉦
鼓

（紐
で
つ
り
さ
げ
、

た
た

い
て
な
ら
す
鉦
――
か
ね
）
・
仏
具
の

一
部
と

見
ら
れ
る
台
座
も
出
上
し
ま
し
た
。

鉦
鼓

（右
図
）
の
出
土
は
全
国
的
に
も
例
が
少
な

く
、

東
京
都
内
で
は
初
め
て
の
発
見
で
す
。

近
世
に
な
る
と
、

先
述
の
柴
田
氏
の
陣

屋
が

「島
」
中
央
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、

今
回
調
査
し
た
部
分
は
、

低
地
部
に
あ
た

る
た
め
、

当
時
の
畑
跡
、

水
田
跡
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
建
物
跡
や
井
戸
が
ま
と
ま
っ

て
お
り
、

柱
の
規
模
か
ら
み
る
と
か
な
り

立
派
な
建
物
が
構
築
さ
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、

水
田
や
畑
を
耕
し
て
い

た
人
た
ち
の
居
住
地
が
あ

っ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

発
掘
調
査
が
終
了
し
た
現
在
は
、

報
告

書
作
成
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査

中
に
得
た
所
見
に
加
え
、

過
去
の
調
査
結

果
と
総
合
し
て
よ
り
詳
細
な
検
討
を
行

っ

て
、

「島
屋
敷
」
の
当
時
の
姿
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（武
笠
多
恵
子
）
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大江戸掘りもの帖 ～十八～

文化財講座 く41〉 今
回
は

一
枚
の
絵
図
が
謎
を
解
く
鍵
に

な
る
こ
と
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
尾
張
藩
上
屋
敷
の
調
査
地
点
は
、

屋
敷
の
北
東
部
の

「長
屋
」
お
よ
び

「奥

む向
き
」
に
あ
た
る
場
所
で
し
た
。

「奥
向
さ
」

と
は
藩
主
の
奥
方
や
女
中

。
子
女
が
居
住

す
る
場
所
で
、

こ
の
中
に
は
長
局
と
呼
ば

れ
る
女
中
達
が
居
室
す
る
長
屋
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
尾
張
屋
敷
の
遺
構
の
下
に
屋
敷

が
拝
領
さ
れ
る
以
前
の
遺

構
が
眠
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
点
の
旧
地
形
は
、

南
北
方
向
に
傾
斜
す
る
斜

面
地
に
な

っ
て
お
り
、

尾

張
屋
敷
は
こ
れ
を
数

ｍ
埋

め
立
て
て
平
坦
な
屋
敷
地

に
造
成
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

尾
張
以

前
に
は
、

南
北
方
向
に
直

線
状
に
掘
ら
れ
た
満

（幅

４

ｍ
、

底
面
は
平
坦
）
と
、

こ
の
西
側
に
併
行
し
て
斜
面
を
段
ぎ
り
、

平
坦
な
削
平
面
を
造

っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
削
平
面
に
は
桁
行
３９
間
以
上
×
梁
間
３

間
の
長
屋
と
思
わ
れ
る
掘
立
柱
建
物

（数

棟
が
連
続
か
？
）
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、

こ
れ
ら
の
遺
構
は
ど
の
よ
う
な

性
格
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

尾
張
屋
敷
は
明
殴
２
年

（‐６５６
年
）
に
拝
領

さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
以
前
の
姿
を
伝
え
る
も

の
と
し
て

「正
保
年
間
江
戸
絵
図
」
正
保

元
年

（‐６４４
年
）
が
あ
り
ま
す

（左
図
）。

太
線
は
尾
張
藩
が
後
に
領
有
す
る
範
囲

で
、

網
部
分
が
今
回
の
調
査
地
点
に
な
り

ま
す
。
テ」
れ
に
よ
る
と
尾
張
藩
は
大
名

・
旗

本
の
屋
敷
や
与
力

・
同
心
た
ち
の
組
屋
敷

及
び
寺
院
な
ど
を
移
転
さ
せ
て
こ
の
地
を

拝
領
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

絵
図
と

の
位
置
関
係
か
ら
調
査
は

「服
部
与
十
郎

下
屋
敷
」
と

「松
平
大
隅
与
力
同
心
」
に
ま

た
が
る
地
点
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

発
見
さ
れ
た
満
は
絵
図
の
屋
敷
境
の
道

（区
画
す
る
溝
？
）
に
あ
た
り
、

建
物
跡
は

「松
平
大
隅
与
力
同
心
」
に
関
わ
る
も
の

で
は
な
い
か
と
現
在
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

絵
図
の
年
代
で
あ
る
正
保
元

年
か
ら
尾
張
屋
敷
拝
領
の
明
暦
２
年
ま
で

の
１０
数
年
間
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ

っ

た
も
の
か
検
討
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
１
枚
の
絵
図
は
、

明
暦
３
年
の
大
火

（‐６５７
年
）
以
前
の
江
戸
の

姿
を
伝
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
、

調
査
に

と

つ
て
も
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
重
要

な
資
料
で
す
。

さ
て
、

【掘
り
も
の
】
の
な
ぞ
解
き
は
始

ま

つ
た
ば
か
り
だ
！
　

　

（斉
藤
　
進
）
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〔渋谷葉子 1992F市買』No 6〕に加筆

ξ
ミド

観
錐

軸

出
土
遺
物
に
み
ら
れ
る

黒
色
物
質
に
つ
い
て
０

前
回
報
告
し
た
黒
漆
喰
壁
表
面
の
黒
色

部
分
を
四
塩
化
炭
素
の
溶
剤
に
入
れ
る
と

溶
剤
に
溶
け
て
黒
い
液
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
細
長
く
切

っ
た

「
ろ
紙
」
の

一

端
を
こ
の
液
に
浸
け
る
と

一
定
の
高
さ
ま

で
吸
い
上
げ
ら
れ
た
黒
色
物
質

（上
層
）

と
不
溶
解
物
質

（下
に
沈
澱
）
に
分
離
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（
１
図
）。

こ
の
方
法
は
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
法
と
呼

ば
れ
、

混
合
物
か
ら

一
定
の
組
成
を
分
離

す
る
方
法
で
す
。

上
層
の
黒
色
部
分
を
ＦＴ
Ｉ

ＩＲ
で
測
定
す
る
と
２
図
下
の
よ
う
な
波
形

が
得
ら
れ
、

ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
波
形
と

一

致
し
ま
し
た
。

ま
た
、

下
に
沈
澱
し
た
不
溶
解
物
質
を

測
定
す
る
と
３
図
下
の
波
形
が
得
ら
れ

「か
き
殻
」
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

結
果
か
ら
表
面
の
黒
漆
喰
は
、

「か
き
殻
」

の
粉
末
と
ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
混
合
物
で
ぬ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

（門
倉
武
夫
）

巾
　

中
　

い
・　
　
　
巾
　

巾
　

巾
　

市
　

Ｗ
　

い
，

部

分

上

壁

部

分

2田  基 準アスファル トの波形 と分離 された黒色物質

3円  基 準 「かき殻」と不溶解物質
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文化財講演会 〔縄文を考古学する〕 2月15日(木)

小
林
達
雄
国
字
院
大
学
教
授
に

よ
る

「縄
文
人
の
見
た
風
景
」
と
、

当
セ
ン
タ
ー
山
本
孝
司
副
主
任
調

査
研
究
員
に
よ
る

「縄
文
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
講
演
を
都
民
ホ
ー
ル

に
て
行

い
ま
し
た
。

２４
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

創立二十周年記念行事

‐４
名

の
見
学
者
に
見
守
ら
れ
る

中
、

高
さ
ｌ

ｍ
、

重
さ
５０
ｋｇ
の
縄

文
土
器
２
個
の
焼
成
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
、

残
念
な
が
ら
制
れ
て

し
ま

い
ま
し
た
が
、

修
復

の
上
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
設
置
す
る

予
定
で
す
。

巨大縄文土器の野焼き 11月 18日 (土)

１０
月
２８
日

（土
）
２２
組
の
親
子
、

７０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

（巻
頭
写
真
）

蘭
冊
倒
冊
別
巴

平
成
１３
年
１
月
２６
日

（金
）

東
京
消
防
庁
多
摩
消
防
署
の
協
力
を
得

て
、

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

第
四
回
、

平
成
１２
年
１１
月
１１
日

（土
）

市
毛
勲
早
稲
田
実
業
高
校
教
諭
に
よ
る

講
演

「古
代
朱
の
風
景
」
と
、

映
画

「
飛

鳥
―
そ
の
風
土
と
文
化
」
を
上
映
し
ま
し

た
。

参
加
者
は
１２２
名
で
し
た
ｏ

第
五
回
　
平
成
１３
年
１
月
１７
日

（水
）

当
セ
ン
タ
ー
栗
城
譲

一
調
査
研
究
員
に

よ
る
講
演

「古
代
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
」

と
、

映
画

「多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
ゆ

み
」
を
上
映
。

参
加
者
は
１３０
名
で
し
た
。

第
六
同
　
２
月
７
日

（水
）

キ
セ
ン
タ
ー
斎
藤
進
主
任
調
査
研
究
員

に
よ
る
講
演

「江
戸

・
東
京

・
人
」
と
、

映
画

「東
京
―
大
江
戸
の
春
」
を
上
映
。

参
加
者
は
１０２
名
で
し
た
０

日
置
倒
日
倒
曰

‐２
月
３
日

（日
）
に
武
蔵
野
公
会
堂
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

井
野
雅
人
副
主

任
調
査
研
究
員
が
、

人
ｉｌｉ
子
市
堀
之
内
陥

７２
遺
跡
の
調
査
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

１１

月

２７

日

市

ケ
谷
北
分
気

研
修
　
１
月
２３
日

内
藤
町
分
卓

明
会
　
１
月
９
日

地
元
住
民
説
明
会

（月
）
参
加
者
は
２３
名

生
涯
学
習
文
化
財
凹

（火
）
参
加
者
は
３‐
名

新
宿
高
校
関
係
者
説

（火
）
参
加
者
は
１７０
名

八
王
子
市
堀
之
内
陥
７２
遺
跡
の
住
居
跡

２
軒
か
ら
、

縄
文
時
代
中
期
の
ヒ
ス
イ
製

品
２
点
が
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

１
点
は
大
珠

と
呼
ば
れ
て
い

る

「か
つ
お
な型

形
を
し
た
も
の
、

も
う
１
点
は
不

整
形
の
も
の
で

す
。ヒ

ス
イ
の
保

持
は
、

本
遺
跡

が
縄
文
時
代
中

１１
月
以
降
、

戸
吹
分
室

新
宿
分
室

新
規
の
分
算
で
す
。

千
葉
基
次
係
長
、

竹
田
均
、

岩
橋
陽

一

甲
崎
光
彦
係
長
、

山
回
慶

一
、

小
島
正
裕
、

武
井
利
道
、

西
山
博
章

関
町
北
分
室
　
比
田
井
民
子
係
長
、

今
井
恵
昭
、

小
松
員
名

古
紙
‐００
％
配
合
の
再
生
紙

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

たまのよこやま 51

関
町
‐

分
気

口
倒

倒

日

―‐

便!這ンン
期

の
大
集
落
と
し
て
、

地
域
間
交
流
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
上
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
物

の
存

在
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
と

い
え
ま
す
。
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